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研究の要約 
本研究は，広島版「学びの変革」アクション・プランにおける総合的な学習の時間を中心とした主体

的な学びを促す「課題発見・解決学習」を通して，コンピテンシーの育成を目指す指導と評価の在り方

について提案するものである。研究の方法としては，まず「課題発見・解決学習」の指導と評価に関す

る理論研究を行う。また，平成27年度「学びの変革」パイロット校事業パイロット教員に，平成25年度

研究事業において稿者が作成した「単元改善シート」やこれまで当センターで実施してきた総合的な学

習の時間に係る研修内容での成果等を参考にしながら研修を実施する。その後，当該教員から所属校に

おける総合的な学習に係る実態調査を行う。アンケート結果を分析することにより，「課題発見・解決学

習」におけるコンピテンシーの育成に関する指導と評価についての成果と課題を明確にする。その上で，

総合的な学習の時間における「課題発見・解決学習」の指導と評価の改善のためのガイドブックを作成

する。 
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Ⅰ 問題の所在 

文部科学省（平成27年）は，教育課程企画特別部

会の論点整理（以下，「論点整理」とする。）にお

いて，新しい学習指導要領等が目指す姿として，育

成すべき資質・能力についての基本的な考え方や将

来予測が困難な複雑で変化の激しい社会やグローバ 

ル化が進展する社会において必要とされる資質・能

力の育成について提示している。 

広島県教育委員会では，このような動きに先駆け

て，「知識ベースの学び」に加え，「コンピテンシ

ーの育成を目指した主体的な学び」を重視する広島

版「学びの変革」アクション・プランを打ち出した。

さらに，「これからの社会で活躍するために必要な

資質・能力の育成を目指した教育」を推進していく

ため，「課題発見・解決学習」を施策として打ち出し

ている。推進校として小学校（14校），中学校（16校），

パイロットハイスクールを指定し，各指定校にパイ

ロット教員（中核教員）を配置し，平成30年度全県

展開を目指している。 

一方，平成25年度広島県立教育センターの研究事

業において，県内公立小学校・中学校を対象とした

総合的な学習の時間の指導と評価に係る実態調査

（以下，「Ｈ25実態調査」とする。）を行った結果，
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多くの学校で趣旨やねらいに沿った学習活動が行わ

れていない現状が見られた。これらの結果から，各

学校における指導と評価の改善の手立てとして，単

元改善シート」を作成し，二年次（平成26年）には，

県内各校に研究論文と「単元改善シート」を配付し

た。また，研究協力校（小学校３校，中学校２校）

で「単元改善シート」を活用し，その有効性につい

ての検証と実践事例の提示を行った。さらに，研究

事業の成果物である「単元改善シート」や研究協力

校における実践事例については，当センターにおけ

る指定研修（初任者研修，10年経験者研修），専門研

修講座，サテライト研修講座（所外対象）を通して

還元し，本県における総合的な学習の時間における

指導と評価の改善を推進してきたところである。 

その結果，受講者アンケートからもその有効性が

検証できた。 

しかし，表１に示す平成27年度「基礎・基本」定

着状況調査の「課題発見・解決学習」の児童生徒対

象の質問事項における総合的な学習の時間の探究的

な学習に関する質問項目の肯定率を見ると，小学校

に比べて，中学校に課題があるといえる。 

 

表１ 児童生徒対象質問事項の結果（肯定率） 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

質問事項 小学校 中学校 

 

 「総合的な学習の時間」で

は，自分で課題を立てて情報

を集め整理して調べたことを

発表するなどの学習活動に取

り組んでいます。 

 

67.6％ 62.9％ 

 

表２ 児童生徒・学校対象質問事項の結果（肯定率） 
 質問事項 小学校 中学校 

児

童

生

徒 

 「総合的な学習の時間」で

は，自分で課題を立てて情報

を集め整理して調べたことを

発表するなどの学習活動に取

り組んでいます。 

67.6％ 62.9％ 

学

校 

 「総合的な学習の時間」で

課題の設定から，まとめ・表

現に至る探究の過程を意識し

た指導を工夫した。 

89.3％ 89.1％ 

児童生徒と学校の肯定率の差 21.7 26.2 

 

さらに，表２に示す平成27年度「基礎・基本」定

着状況調査の「課題発見・解決学習」の児童生徒対

象の質問事項における総合的な学習の時間の探究的 

な学習に関する児童生徒質問事項と学校質問事項の

回答状況との関連から，児童生徒と指導者の肯定率

の差を見ると，児童生徒の学習に対する自覚と指導

者側の捉えに相違があることが分かる。 

 このことから，「課題発見・解決学習」における指

導と評価が十分に行われていない現状があり，平成

25-26年度の当センターにおける研究の成果が県内

の学校に広がっていないことが伺われる。 

本研究では，パイロット教員対象の中核教員研修

を通して，これまで当センターで行ってきた各研修

講座の内容や研究事業の制作物を活用し，総合的な

学習の時間における「課題発見・解決学習」の指導

と評価の改善を行うことにより，コンピテンシーの

育成を目指す指導と評価につなげることを目的とす

る。 

今後，平成30年度以降の「課題発見・解決学習」

の全県展開に向け，パイロット教員を中心に各市町

において「課題発見・解決学習」が推進されていく。

各校では，校内研修を通して，総合的な学習の時間

における「課題発見・解決学習」の指導と評価の改

善を図る手立てが必要になってくる。そこで，これ

らの手立てとして，校内研修対象のガイドブックを

作成し，活用することにより各校における授業改善

へと有効に働くと考える。 

  

Ⅱ 研究の方法 
○ 「課題発見・解決学習」において指導と評価に

ついての文献研究を行う。 
○ 中核教員研修において総合的な学習の時間の指

導と評価に係る理論研修を実施する。 

○ パイロット教員対象の総合的な学習の時間に係

る実態調査アンケートを実施し，その結果を分析

する。 

○ 中核教員研修の成果と課題を踏まえたガイドブ

ックを作成する。 

 

Ⅲ 研究の基本的な考え方  
 

１ コンピテンシーについて 
(1) 諸外国におけるコンピテンシー 

 OECD は，各国の教育政策における知の共有化を図

るため，DeSeCo プロジェクト事業を実施した。この

事業では，企業社会で展開された新たな能力概念に

着目し，各国の教育において育成が重視されている

知識や技能がどのようなものかを調査し，教育と産

業社会を結ぶ重要なコンピテンシーが何かを探る 



- 97 - 

図１ キー・コンピテンシー1) 

  

ことを目的としている。その結果，図１に示す三つ

のキー・コンピテンシーを提示した。 

また，北米を中心として，「21世紀型スキルのた

めの教育と評価プロジェクト」が実施され，図２に

示す「21世紀型スキル」を提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 21世紀型スキル 2) 

 

これら二つの提案を基に，諸外国においてコンピ

テンシーが提示された。コンピテンシーを整理する

と「基礎的なリテラシー」「認知スキル」「社会スキ

ル」の三つに分類できる。これらのコンピテンシー

は，一部の専門家のためだけではなく，全ての人に

求められるものだと位置付けられている。 

(2) 広島版「学びの変革」アクション・プランに 

おけるコンピテンシーとは 

広島版「学びの変革」アクション・プラン（以下，

アクション・プランとする。）では，「学び続ける」

ためのコンピテンシーの例として，図３に示す，

「知識」「スキル」「意欲・態度」「価値観・倫理観」

を提示している。これらのコンピテンシーは，「論

点整理」に示されている。「知識に関するもの」「ス

キルに関するもの」「情意（人間性など）に関する

もの」を基にしており，アクション・プランでは，

「情意（人間性など）に関するもの」を「意欲・態

度」と「価値観・倫理観」に分類している。また，

これらのコンピテンシーは，各学校で児童生徒の実

態に応じて定めることとしている。 

 

図３ これからの社会で活躍するために必要な資質・能力

（コンピテンシー）3) 

 

(3) 総合的な学習の時間におけるコンピテンシー

とは 

アクション・プランで述べられているコンピテン

シーは，総合的な学習の時間で育成が求められてい

る「育てようとする資質や能力及び態度」と類似し

ており，学習指導要領解説総合的な学習の時間編で

例示されている「学習方法に関すること」について

は，「スキル」が，「自分自身に関すること」及び「他

者や社会との関わりに関すること」については「意

欲・態度」「価値観・倫理観」が相当する。このこと 

からも，アクション・プランにおける「学び続ける」

ためのコンピテンシーの育成は，これまで総合的な

学習の時間で育成してきたコンピテンシーと同様と

考える。 

(4) コンピテンシー・ベースのカリキュラムの課

題 

石井英真（2015）は，コンピテンシー・ベースの

カリキュラムの危険性と可能性について，次頁表３

のように示している。このように，活動主義や形式

主義に陥ることや思考スキルの直接的指導が強調さ

れ，評価の観点とも連動すると授業過程の思考が硬

直化・パターン化し，思考する必然性や内容に即し

て学び深めることの意味が軽視されることがないよ

う，留意する必要がある。さらに，教科外活動も含

め,カリキュラム全体で人間形成を考えていくこと

が必要であると考える。 
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表３ コンピテンシー・ベースのカリキュラムの危険性と 

可能性4) 

危惧される点 可能性として展開すべき点 

「○○力」という言葉

を介して教育に無限

責任を呼びかねない。 

 

「学力向上→教科の授業改

善」という狭い図式を問い直

し，教科外活動も含め，カリ

キュラム全体で人間形成を

考えていく可能性。 

教科横断的な汎用的

スキルを位置付ける

ことで，活動主義や形

式主義に陥ることや

思考スキルの直接的

指導が強調され，評価

の観点とも連動する

と授業過程の思考が

硬直化・パターン化

し，思考する必然性や

内容に即して学び深

めることの意味が軽

視される。 

認識方法面（プロセス）から

も目標を捉えることで，内容

をきっちり習得させねばな

らないという結果へのこだ

わりを緩め，学習者の試行錯

誤を許容することがしやす

くなる。どういう形でのダブ

ル・スタンダード状態であれ

ば，活動主義や形式主義に陥

らずに，教科の本質を共に深

め合う（教科する）授業を生

み出すことができるのかを

検討すべき。教科固有の見

方・考え方（プロセス的な内

容知）の明確化で十分なの

か。むしろ教科内容と並行し

て汎用的スキルを意識した

方がよいのか。  

 

 

３ コンピテンシーを育成する総合的な学習
の時間にするために 

(1) 総合的な学習の時間における「知識」につい

て 

「論点整理」の参考資料において石井（2015）は，

「知識」について，教科等の枠付けの中での学習と

して①事実的知識，技能（個別的スキル）②概念的

知識，方略（複合的プロセス）③見方・考え方（原

理，方法論）を軸とした領域固有の知識の複合体と

している。学習の枠付け自体を学習者たちが決定・

再構成する学習として，特別活動では，①思想・見

識，世界観と自己像②人と人との関わりや所属する

共同体・文化についての意識，共同体の運営や自治

に関する方法論として示している。 

 総合的な学習の時間の「知識」として，教科等の

枠付けの中での学習と学習の枠付け自体を学習者た

ちが決定・再構成する学習の両方であると示してい

る。 

しかし，多くの学校で総合的な学習の時間におけ

る内容（内容知・方法知）を明確に設定していない

ことから，評価の設定が曖昧になりコンピテンシー

の育成につながっていないと考える。 

(2) 「知識」の「習得」「活用」について 

 奈須正裕（2013）は，「知識」の「習得」について，

次のように述べている。 

人間の記憶は，短くて小さな短期記憶と長くて大

きな長期記憶の二つから成り立っており，外界から

入ってきた情報は，まず短期記憶に入り，その中で

必要なものが長期記憶に送られる。知識獲得，学習

指導要領でいう「習得」とは，短期記憶を長期記憶

にすることである。また，興味や関心があることに

よって意味が発生し，短期記憶から立ち所に長期記

憶になる。意味が発生するとは，短期記憶に入って

きた新規な情報を，長期記憶内の既有の知識や経験

と照合することであり，短期記憶の新規情報とを適

切に関連付けられる知識なり経験を長期記憶の中に

もっていることが必要である。領域固有な知識や経

験の豊富な所有，いわゆる基礎・基本の充実は，さ

らなる「習得」を支える確かな基盤となる。 

また，奈須（2013）は，「知識」の「活用」につい

て，次のように述べている。 

長期記憶に所有している莫大な知識や経験の中か

らその場に適切なものを迅速かつ臨機応変に短期記

憶上に引っ張り出す必要があることから,「知識」は，

活用できる質にまで高めておく必要がある。 

そこで，奈須（2013）の人間の情報処理機構 5)と

石井（2015）の示す「知の構造」6)を援用し，総合

的な学習の時間における「知識」の「習得」「活用」

の構造を図４に示す。 

図４ 総合的な学習の時間における知識の構造 
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総合的な学習の時間の学習では，児童生徒は，自

分自身の既有の「知識」を最大限活用することが必

要であると考える。児童生徒にとっての「知識」と

は，教科等で習得したフォーマルな「知識」である

内容や方法とインフォーマルな「知識」である日常

生活で習得した日常知が考えられる。そして，それ

らは，短期記憶を経由し，長期記憶として記銘され

たものである。 

 総合的な学習の時間における課題を解決する際に

は，これらの長期記憶から既有の「知識」を検索し，

必要な「知識」を抽出することや情報が不足する場

合には，新たに日常生活や教科等の学習における「知

識」から収集することにより課題の解決を行うと考

える。 

 このことから，児童生徒の思考の流れに沿った主

体的な学びを促進し，コンピテンシーを育成するた

めには，「知識」の構造を考慮した次のような手立て

が必要であると考える。 

(3) 「知識」の構造を考慮した手立てについて 

 総合的な学習の時間では,各学校で,目標や内容，

指導方法を定める。このことから，総合的な学習の

時間で育成する「知識」は，各学校で定める必要が

ある。さらに，「知識」を効果的に活用するには，次

のような手立てが必要であると考える。 

○ 総合的な学習の時間の学習で活用する知識（学

習内容）を明確にすること。実態把握を行い，総

合的な学習の時間における学習内容と関連させる

こと。 

○ 教科等により児童生徒が獲得した固有の「知識」

である学習の内容（内容知）やスキル（方法知）

について各教科等の年間指導計画より学習状況の 

 把握を行い，総合的な学習の時間における学習内

容と関連させること。 

○ 日常生活より児童生徒が獲得した既有の「知識」

やその情報源を日常会話や聞き取りにより把握し，

総合的な学習の時間における学習内容や指導に生

かすこと。 

○ ウェビングやアンケート調査等を活用し，児童

生徒の長期記憶についての実態把握を行うこと。 

○ 無自覚な長期記憶を自覚するための意図的な検

索の手立てを行い，児童生徒に自己の知識につい

てメタ認知させること。 

さらに，前頁図４に示す教科の学習と日常生活か

ら児童生徒が豊かな長期記憶を獲得するためには，

教科等で学んだ内容や方法が構造化され，短期記憶

から長期記憶へ円滑に記銘されることや日常生活に 

おいて多くの事象に出会い，それらが長期記憶に記

銘されることが必要であると考える。このことから

も，総合的な学習の時間における課題を解決するた

めの「知識」を獲得するためには，教科等で習得し

た「知識」が児童生徒自身に自覚され，活用できる

「知識」となるために，教科・領域，総合的な学習

の時間の指導の工夫や日常生活における豊かな体験

活動を仕組む等，教育活動全体における「カリキュ

ラム・マネジメント」が必要であると考える。 

(4) 「カリキュラム・マネジメント」の重要性 

「論点整理」では，教育課程全体を通しての取組

として次の内容を示している。 

 

これからの時代に求められる資質・能力を育む

ためには，各教科等の学習とともに，教科横断的

な視点で学習を成り立たせていくことが課題とな

る。そのため，各教科等における学習の充実はも

とより，教科等間のつながりを捉えた学習を進め

る観点から，教科等間の内容事項について，相互

の関連付けや横断を図る手立てや体制を整える必

要がある。 

このため，「カリキュラム・マネジメント」を通

じて，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，

必要な教育内容を組織的に配列し，更に必要な資

源を投入する営みが重要となる。個々の教育活動

を教育課程に位置付け，教育活動相互の関係を捉

え，教育課程全体と各教科等の内容を往還させる

営みが，「カリキュラム・マネジメント」を支える

こととなる。 

特に，特別活動や総合的な学習の時間の実施に

当たっては，「カリキュラム・マネジメント」を通

じて，子供たちにどのような資質・能力を育むか

を明確にすることが不可欠である 7)。 

 

このことから，総合的な学習の時間と教科等，教

育内容や教育活動を相互の関係で捉え，各教科の内

容を往還させることが重要であると考える。 

(5) コンピテンシーを育成する年間指導計画 

「カリキュラム・マネジメント」を具現化するた

めには，それらを構築するための総合的な学習の時

間と教科等の関連を生かした年間指導計画が必要に

なる。 

小学校学習指導要領総合的な学習の時間編では，

総合的な学習の時間と各教科等の単元を関連付けた

年間指導計画を例示している。各教科等の関連とし

て，単元名と関連付けの矢印が表されているが，単
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元のどのような内容が関連するかについて，教師間

の共有が難しく，どのようなコンピテンシーが関連

しているかについての記述はされていないため，総

合的な時間の時間における育てようとする資質や能

力及び態度の各教科等との関連を意識することが難

しい。 

また，小学校学習指導要領解説のみに記述されて 

いるため，中学校，高等学校におけるコンピテンシ

ーの各教科等の関連が意識されにくい面がある。 

さらに，小学校では，多くの学校で担任が学級の

総合的な学習の時間と各教科等の授業を実施してい

るが，中学校，高等学校では，総合的な学習の時間

の担当を担任が行っていない場合や各教科等の担当

者が総合的な学習の時間の計画に携わっていない場

合がある。このように，図５に示すアクション・プ

ランの年間指導計画は，総合的な学習の時間と各教

科等におけるコンピテンシーの育成と内容の関連を

意識するための教師間のツールとして活用すること

を目的とした。 

この年間指導計画は，学校で設定したコンピテン

シーを軸とし，総合的な学習の時間と各教科等で育

成するコンピテンシーと教科の内容や方法の関連が

意識できるように，単元名と育成するコンピテンシ

ーを明示するものとなっている。この年間指導計画 

を作成することにより，各教科等の担当者がコンピ

テンシーを意識し，各教科等の授業を改善すること

を目的とした。 

 (6) 年間指導計画作成の留意点 

今，求められる力を高める総合的な学習の時間（小

学校編）（平成22年）の年間指導計画作成の手順例を

次頁表４に示す。中学校編も同様の内容である。 

マネジメントサイクルのＰ（計画）について，総

合的な学習の時間における年間指導計画の作成手順

として，まず初めに，「児童生徒の力を育成する単元

展開かどうか」について，実施しようとする単元の

展開と全体計画で作成した各学校で定める目標や内

容，コンピテンシーと整合性があるかについて確認

し，年間指導計画の素案を作成する。その後，児童

生徒の学習経験を基に，児童生徒の思考の流れの検

討を行う。３(2)「知識」の「習得」「活用」でも述

べたが，児童生徒の「長期記憶」を把握し，児童生

徒の学習経験の把握や意識の流れ等留意する必要が

ある。さらに，日常知についても考慮することで，

児童生徒の「知識」の実態が明確になる。これらの

実態を留意することにより，児童生徒は，学習活動

の中で，自らの「長期記憶」と円滑に照合すること

ができ，実感を伴う学習となり，主体的な学びへと

つながると考える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ アクション・プランの年間指導計画 
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表４ 年間指導計画作成の手順の例 8) さらに，「どのような内容を学ばせるのか」につい

て，奈須（2011）は，内容を編成しないと「活動あ

って学びなし」となり，評価もできない。評価は，

内容を指導するというのを前提にある活動を組織し，

その活動の様子を通して内容の定着度を評価する。

このことからも，内容が決まっていないのに評価な

どできない，と述べている。 

また，「どのような力を育成するのか」について，

各教科等との関連として，内容知のみではなく方法

知についても把握することでより明確なコンピテン

シーの育成につながり，同時に各教科等で習得した

「知識」を実生活のリアルな場面で活用することが

できる。しかし，素材が価値あるものでなければ，

これらの「知識」を有効に活用することはできない。

そのためにも，児童生徒の生活するリアルな場面と

しての地域素材の深い教材研究が必要になる。 

次にマネジメントサイクルのＤ（実施）では，教

科等の学習の場合，学習指導要領により習得すべき

学習内容が設定されているが，３(3)で述べたように

総合的な学習の時間では，目標及び学習内容，コン

ピテンシーは各学校で定めることになっている。し

かし，指導する上で，教科等同様に捉えた場合，事

前に立てた計画の学習内容や進度に支障を来した場

合，教師が設定した計画に沿って誘導する恐れがあ

る。このことから，教師主導型の学習に陥る事例が

多く見られる。 

マネジメントサイクルのＣ（評価）及びＡ（改善）

は，児童生徒の主体的な学びへとつなげるために重

要である。ウィギンズら（2002）は，「カリキュラム・

マネジメント」には，ミクロ（単元と授業）とマク

ロ（プログラムとコース）のサイクルがあることを

提示している。１単位時間におけるミクロのマネジ

メントサイクルと単元全体のマクロのマネジメント

サイクルを意識することにより，単元の途中で，児

童生徒の興味・関心や問題意識が設定した追求する

課題や学習課題とずれた場合，変更や修正をかける

ことができ，児童生徒の主体的な学びへとつなげる

ことができる。 

 

４ 広島版「学びの変革」アクション・プラ

ンにおける「課題発見・解決学習」の指導

について 
(1) 「論点整理」における学習・指導方法につい

て 

「論点整理」では，学習・指導方法について次の

ように提示している。 

 
手順 年間指導計画作成の留意事項 

Ⅰ 

素

案

の

作

成 

学校の全体計

画と関連付け

て単元を配列

した素案の作

成 

□学習指導要領で総合的な学習の

時間の「第一の目標」を確認する 

□実施しようとする単元展開と自

校の「目標及び内容」「育てよう

とする資質や能力及び態度」との

間に整合性があるか確認する 

□実際に年間の指導計画の中に単

元の予定を入れ込み，年間指導計

画を作成する 

□学年・学級の経営方針との関連を

図る 

Ⅱ 

素

案

の

吟

味

・

修

正

・

改

善 

児童の意識の

流れの把握 

□児童の過去の学習経験について

把握する 

□児童の意識の実態に無理がない

か検討する 

単元配列の検

討 

□年間を通して学ぶことが期待さ

れる内容が該当学年の児童にふ

さわしいか検討する 

□年間を通しての資質・能力・態度

の育成が無理なく確実に進むよ

うに配列されているか確認する 

□単元の実施が適切な時期に配列

されているか確認する 

□単元の実施が適切な時期に配列

されているか検討する 

各教科等及び

学年間の関連 

□各教科の年間指導計画を把握し，

関連について検討する 

□他の学年を見通し，当該学年とし

て学習活動に質的な高まりや積

み上げがあるか検討する 

地域素材の教

材化及び外部

資源の活用 

□地域の素材を捉え，実地調査する 

□地域の行事等について，日程と内

容の両面から関連を検討する 

□地域の外部講師が適切に活用さ

れているか検討する 

□異学年との交流や連携が無理な

く位置付いているか検討する 

Ⅲ 

管

理

と

運

用 

授業時数の管

理と運用 

□探究活動を行うために必要な時

数が確保されているか検討する 

□単元の途中では，実施した授業時

数を確認し，教育課程上の授業時

数が確保されているか確認する 

年間指導計画

の弾力的運用 

□単元の途中では，児童の興味・関

心や問題意識が追求課題や学習

課題とずれていないか確認し，

「ずれ」が生じた場合には，年間

指導計画に変更や修正を加える 
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このことからも，学習・指導方法について，特定

の型を普及させることがないよう，多様な学習内容

や学習方法を提示することが必要であると考える。 

また，学習・指導方法全てを提示するのではなく，

教師一人一人が児童生徒の実態を踏まえ，指導の工

夫改善を行いながら実践できるようにする必要があ

る。 

「論点整理」では，学習・指導方法について表５

に示す次の３点について述べている。 

 

表５ 「論点整理」における学習・指導方法10) 

ⅰ) 習得・活用・探究という学習プロセスの中で，

問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が

実現できているかどうか。 

新しい知識や技能を習得したり，それを実際に活

用して，問題解決に向けた探究活動を行ったりする

中で，資質・能力の三つの柱に示す力が総合的に活

用・発揮される場面が設定されることが重要である。

教員はこのプロセスの中で，教える場面と，子供た

ちに思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し

関連させながら指導していくことが求められる。 

 
 

ⅱ) 他者との協働や外界との相互作用を通じて，自

らの考えを広げ深める，対話的な学びの過程が実

現できているかどうか。 

身に付けた知識や技能を定着させるとともに，物

事の多面的で深い理解に至るためには，多様な表現

を通じて，教師と子供や，子供同士が対話し，それ

によって思考を広げ深めていくことが求められる。 

 
 

ⅲ) 子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み，

自らの学習活動を振り返って次につなげる，主体

的な学びの過程が実現できているかどうか。 

子供自身が興味をもって積極的に取り組むととも

に，学習活動を自ら振り返り意味付けたり，獲得さ

れた知識・技能や育成された資質・能力を自覚した

り，共有したりすることが重要である。子供の学び

に向かう力を刺激するためには，実社会や実生活に

関わる主題に関する学習を積極的に取り入れていく

ことや体験活動の充実を図り，その成果を振り返っ

て次の学びにつなげていくことなども引き続き重要

である。 

 

このことから，探究的な学習のプロセスの中で，

教える場面と子供たちに思考・判断・表現させる場

面を設定し，多様な表現を通して対話することによ

り，思考を広げ深めことが重要であると考える。さ

らに，これらの学習活動を子供自身が振り返り，獲

得した知識・技能や育成された資質・能力を自覚・

共有することや実社会や実生活に関する体験活動

を伴う学習を重視し，振り返ることによって，次の

主体的な学びにつなげることが必要であると考え

る。 

(2) 「課題発見・解決学習」の活動の過程とは 

表５の内容を受け，アクション・プランでは，「課

題発見・解決学習」のプロセスとして，次頁図６に

示す「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「ま

とめ・創造・表現」「実行」「振り返り」の六つの過

程を提示している。 

これらの過程は，総合的な学習の時間における探

究的な学習の過程である「課題の設定」「情報の収 

集」「整理・分析」「まとめ・表現」と類似している。 

「Ｈ25実態調査」の結果から，調べて，まとめて，

発表するという実社会につながる学習活動に至って

いないことや自らの学びを振り返り，新たな課題へ

とつながる主体的な学びではなく，教師主導型の学

習が行われていることに課題があった。 

このことからも，「課題発見・解決学習」では，「ま

とめ・表現」に児童生徒が自らの考えをもつための

「創造」や実社会とつながるための「実行」を取り

入れ，それらの活動について自己評価，相互評価，

他者評価を行うことで，新たな課題を見いだすため

の「振り返り」を設定している。 

「課題発見・解決学習」と表５に示す「論点整理」

における学習・指導方法に関する３点について整理 

する。 

 次期改訂が学習・指導方法について目指すの

は，特定の型を普及させることではなく，学び全

体を改善し，子供の学びへの積極的関与と深い理

解を促すような指導や学習環境を設定すること

により，子供たちがこうした学びを経験しなが

ら，自信を育み必要な資質・能力を身に付けてい

くことができるようにすることである。そうした

具体的な学習プロセスは限りなく存在し得るも

のであり，教員一人一人が，子供たちの発達の段

階や発達の特性，子供の学習スタイルの多様性や

教育的ニーズと教科等の学習内容，単元の構成や

学習の場面等に応じた方法について研究を重ね，

ふさわしい方法を選択しながら，工夫して実践で

きるようにすることが重要である9)。 



- 103 - 

 

 

 

・調べ方について考える場を設けたり，複数

の調べる方法を提示して選択できるように

したりして，児童生徒が自ら探究方法を考

えられるようにする。 

・他者（学級の友達，異年齢，保護者，地域

の方等）と協働して取り組む活動（観察，

実験，見学，調査，追体験，意見交換，交

流等）を取り入れる。 

・獲得した情報は，数値化させたり，言語化

させたりして，デジタルデータをはじめ

様々な形のデータとして蓄積させる。 

・体験等で獲得した感覚的な情報は，時間の

経過とともに忘れ去られることのないよう

に，文章にして言語化させ，対象として扱

える形で蓄積させる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な対象（ひと・もの・こと）と出会い，かかわる活動から，児童生徒のこ

れまでの考えとの「ずれ」や「隔たり」，対象への「あこがれ」や「可能性」を

感じさせる工夫をし，願いや気付きが生まれる場を設定する。 

・児童生徒が，生き生きと活動していく姿を想定し，どんな対象とどのように出会

わせるのか，事前に児童生徒の発達や興味・関心を適切に把握し，教師がこれか

らの探究の見通しをもつ。 

互いの願いや疑問等を共有して，実現や解消に向けて
問題となっている課題を見いだす活動 

課題の設定 
既習の知識や技能を活用し，体験
を通した気付きや情報を蓄積する
活動 

 

・相手意識や目的意識を明確にしたまとめ方や発表の仕方（レポート

や論文，プレゼンテーション，ポスター，新聞等）を選択してまと

める活動を行わせ，課題の解決策の創造を図らせる。 

・他者（学級の友達，異年齢，保護者，地域の方，専門家等）に伝え

る活動を取り入れて，他者から多様な評価を得られるようにする。

その際，各教科等で獲得した表現方法を積極的に活用させる。 

考えをまとめ，課題の解決策を創造し，他者に伝える活動 

 

 

・情報の整理として，図表やグラフ，制作，

イラストマップ等にまとめる活動を位置付

け，既習の知識や経験，他教科等の学びと

結び付けて考えられるようにする。 

・言語化した情報は，カードにして整理させ

たり，出来事を時間軸で並べさせたり，マ

ップなどの空間軸に整理させたりする。 

・整理した情報について，比べる，分類する，

序列化する，類推する，関連付ける，因果

関係から考える，多面的・多角的視点で考

える等の視点を与え，児童生徒が意識して

分析できるようにする。 

蓄積した情報を整理・分析して，思

考する活動 

情報の収集 

整理・分析 実行 

振り返り 

まとめ・創造・表現 

 

・探究の過程を振り返らせ，学習対象に対する自己の見方や

考え方の高まりを自覚する活動により，児童生徒が新たな

課題意識をもつような働きかけを行う。 

新たな課題解決の挑戦へとつながる活動 

 

・他者から得た考えや意見を踏まえ，自

らの考えを再構成させ，具体的な行動

化まで高めるよう働きかける。 

課題の解決策を実施する活動 

図６ 「課題発見・解決学習」の活動の過程 11) 

 

 「ⅰ) 習得・活用・探究という学習プロセスの中

で，問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程

が実現できているかどうか。」については，「課題発

見・解決学習」のプロセスは，探究的な学習におけ

る四つの過程を含んでおり，さらに，「実行」「振

り返り」を伴っている。単元計画の中で，コンピテ

ンシーが総合的に活用される場面を設定し，繰り返

し学習を行うことで，コンピテンシーの育成へとつ

なげることができる。このことからも，i)の視点の

内容を含んでいるといえる。 

「ⅱ)他者との協働や外界との相互作用を通じて，

自らの考えを広げ深める，対話的な学びの過程が実

現できているかどうか。」については，六つの各過

程において，必然性のある協同的な学習を行う場の

設定や多様な表現を行う場を設定することで，ⅱ)

の視点について効果的に取り入れ，思考を深め広げ

ることができる。 

「ⅲ) 子供たちが見通しを持って粘り強く取り組

み，自らの学習活動を振り返って次につなげる，主

体的な学びの過程が実現できているかどうか。」に

ついては，１単位時間における振り返りを生かした

次時の学習内容の設定や探究のまとまりごとの振り

返りにより，新たな課題を設定する等，多くの学習

場面でⅲ)の視点について留意することができる。 

 

このように，「課題発見・解決学習」は，「論点整

理」の学習・指導方法に係る趣旨に沿ったものとな

っている。 

 

５ 「課題発見・解決学習」における評価の

在り方について 

(1) ｢論点整理」における学習評価の在り方につい

て 

「論点整理」では，学習評価の在り方について，

表６に示す３点が提示されている。 

 

表６ 「論点整理」における学習評価の在り方12) 

○ 学習評価は，学校における教育活動に関し，

子供たちの学習状況を評価するものである。

「子供たちにどういった力が身に付いたか」と

いう学習の成果を的確に捉え，教員が指導の改

善を図るとともに，子供たち自身が自らの学び

を振り返って次の学びに向かうことができるよ

うにするためには，この学習評価の在り方が極

めて重要であり，教育課程学習・指導方法の改

善と一貫性を持った形で改善を進めることが求

められる。 

○ 子供たちの学習状況を評価するために，教員

は，個々の授業のねらいをどこまでどのように
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達成したかだけではなく，子供たち一人一人が，

前の学びからどのように成長しているか，より

深い学びに向かっているかどうかを捉えていく

ことが必要である。 

○ 「カリキュラム・マネジメント」の中で，学

習・指導方法や教育課程の評価と結び付け，子

供たちの学びに関わる学習評価の改善を，教育

課程や学習・指導方法の改善に発展・展開させ，

授業改善及び組織運営の改善に向けた学校教育

全体のサイクルに位置付けていくことが必要で

ある。 

 

このことから，教師が子供たちの学習状況を評価

することにより，教師自らの指導の改善を行うこと

や子供たちが自らの学びを振り返り，次の学びにつ

なげることが必要であると考える。また，教師は，

学習状況の評価をねらいの達成のみではなく，子供

一人一人の成長について見取ることが必要であると

考える。 

このように，「カリキュラム・マネジメント」の中

で，学習・指導方法や教育課程の評価を結び付ける

ための授業改善や組織運営の改善を進めていくこと

が重要であると考える。 

さらに，評価に当たっての留意点として，表７に示

す３点が提示されている。 

 

表７ 「論点整理」における評価に当たっての留意点13) 

○ 現在の「関心・意欲・態度」の評価に関して

は，例えば，正しいノートの取り方や挙手の回

数をもって評価するなど，本来の趣旨とは異な

る表面的な評価が行われているとの指摘もあ

る。「主体的に学習に取り組む態度」について

は，このような表面的な形式を評価するのでは

なく，「主体的な学び」の意義も踏まえつつ，

子供たちが学びの見通しを持って，粘り強く取

り組み，自らの学習活動を振り返って次につな

げるという，主体的な学びの過程の実現に向か

っているかどうかという観点から，学習内容に

対する子供たちの関心・意欲・態度等を見取り，

評価していくことが必要である。こうした姿を

見取るためには，子供たちが主体的に学習に取

り組む場面を設定していく必要があり，「アク

ティブ・ラーニング」の視点からの学習・指導

方法の改善が欠かせない。また，学校全体で評

価の改善に組織的に取り組む体制づくりも必要

となる。 

○ 「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体的に学習に取り組む態度」の三要素のバ

ランスのとれた学習評価を行っていくために

は，指導と評価の一体化を図る中で，論述やレ

ポートの作成，発表，グループでの話合い，作

品の制作等といった多様な活動に取り組ませる

パフォーマンス評価を取り入れ，ペーパーテス

トの結果に留まらない，多面的な評価を行って

いくことが必要である。さらには，総括的な評

価のみならず，一人一人の学びの多様性に応じ

て，学習の過程における形成的な評価を行い，

子供たちの資質・能力がどのように伸びている

かを，例えば，日々の記録やポートフォリオな

どを通じて，子供たち自身が把握できるように

していくことも考えられる。 

○ こうした評価を行う中で，教員には，子供た

ちが行っている学習にどのような価値があるの

かを認め，子供自身にもその意味に気付かせて

いくことが求められる。教員一人一人が，子供

たちの学習の質を捉えることのできる目を培っ

ていくことができるよう，研修の充実等を図っ

ていく必要がある。 

 

 

 このことから，「関心・意欲・態度」の評価では，

主体的に取り組む場面を設定し，主体的な学びの過

程に向かっているかどうかについて，学習内容に対

する児童の姿を見取ることが必要であると考える。 

 また，バランスのとれた学習評価となるために，

多面的に形成的評価や総括的評価を行うことが必要

であると考える。このような評価を行うために，教

員一人一人が子供たちの学習の質を捉えることがで

きるように研修の充実も必要であると考える。 

(2) コンピテンシーに応じた評価方法について 

西岡（平成25年）は次頁図７の「知の構造」とそ

の評価方法について次のように述べている。 

教科等において，事実的知識や個別的スキルの評

価は筆記テストや実技テスト，チェックリストによ

る評価が可能であり，転移可能な概念や複雑なプロ

セス，原理や一般化の評価については，パフォーマ

ンス課題やルーブリックが適している。 

このことから，チェックリストは，「知識・技能」

の習得の評価や「意欲・態度」「価値観・倫理観」等

児童生徒自身の自己評価・相互評価，教師による１

単位時間における見取りに活用できると考える。 
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図７ 知の構造と評価方法14) 

 

また，パフォーマンス課題とルーブリックについ

ては，単元計画の中で繰り返しコンピテンシーを育

成する場（パフォーマンス）を設定し，ルーブリッ

クを活用して個々の伸びを見取る等を位置付けるこ

とが可能であると考える。このように，高次な学び

の評価は，パフォーマンス課題が適している。 

しかし，教科等では，課題を教師が直接提示する

場合が多いが，総合的な学習の時間では，単元計画

の中で児童生徒から課題を引き出す手立てを行い，

児童生徒が自律的に課題を設定し，解決することが

必要である。このことからも，これらの力を育成す

る場を設定し，評価することが重要である。 

(3) 長期的ルーブリックについて 

「論点整理」における「学習評価の在り方」より，

学習評価においても，カリキュラム・マネジメント

が重要であるといえる。 

西岡（2015）は，長期的ルーブリックを作成する

ことにより，形成的評価と総括的評価を明瞭に区別

することができる，と述べている。コンピテンシー

の育成は，１単位時間で行うことはできない，繰り

返し育成する場面を設定し，ルーブリックを基に個

の変容を丁寧に見取る形成的評価を行うことやル

ーブリックを共有し，児童生徒自身やお互いに評価

し合うことで，自分自身の成長に気付くことができ

る。さらに，これらの評価を積み重ねることで，総

括的評価についても明確に行うことができる。また，

これらの結果から，指導の改善を行うことができる。

このことからも，評価においても，ウィギンズら

（2002）の述べるミクロとマクロのサイクルが重要

であるといえる。 

総合的な学習の時間における探究の過程は，繰り

返し新たな課題を解決する。このことからも，１単

位時間の授業におけるミクロサイクルを繰り返し行

うことや単元や学年を超えるマクロサイクルにおけ

るコンピテンシーの育成の評価として，一人一人の

伸びや成長を見取ることができる長期的ルーブリッ

クの活用は有効であると考える。同時に，これらは

指導の改善に生かすことができる。 

また，西岡（2008）は評価の妥当性・信頼性を確

保するために，C．ギップスと Lambert,D. &Lines, 

D.UnderstandingAssessment を参照し，イギリスの

モデレーションについて，次のように述べている。  

 複数の評価者により，共同で試験と評価基準を作

成し，評価基準の共通理解を図る上で，作品例（ア

ンカー）を示すこと。実施後，複数の評価者によっ

て同じサンプルの採点を行い，評価が統一されてい

るかについて検討し，修正や指導の改善を図る。 

このような一連の過程を繰り返し行うことによっ

て，評価の妥当性，信頼性を図る。このことから，

次の５点について留意する。 

○ １単位時間の形成的評価や単元全体を通した総

括的評価として，個々の変容を見取り，指導の改

善を行うための長期的ルーブリックを提示する。 

○ 児童生徒と評価基準を共有することで，児童生

徒が自らの学びを振り返り，次の学びへとつなげ

ること。 

○ 評価基準の設定は，複数の教員で児童生徒の実

態を踏まえながら，各学校の最高学年の目指す姿

を想定し，検討すること。 

○ アンカー作品を示すことで共通理解を図ること。 

○ 評価の実施後，児童生徒の実態を踏まえながら

評価基準の修正や指導の改善を図ること。 

 

Ⅳ 中核教員研修における総合的な学習
の時間に係る実態調査の結果及び分析 
 

１ 中核教員研修の実際 
パイロット校事業は，平成27-29年度の３年間実

施される。今年度は，初年であり中核教員研修が計

10回行われた。 

そのうち，総合的な学習の時間に係る研修は，計

５回行われた。研修内容は次頁表８に示す。中核教

員研修における一部の講義資料，動画については，

広島県教育委員会ＨＰに掲載されている。 
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表８ 中核教員研修の日程及び内容について 

日 程 研修内容 形態 講師 

 
第１期 
４月23日 
 
 

 
○広島版「学びの変革」アクション・プラン 
                       
○資質・能力を基盤とした教育について                                             
○資質・能力を育てるカリキュラムをどう構想するか 
 

 
講義 
講義 
講義 
講義 
 

 
広島県教育長 下﨑 明 
学びの変革推進課課長 寺田 拓真 
上智大学 教授 奈須 正裕 
京都大学大学院 准教授 西岡 加名恵 
文部科学省初等中等教育局視学官 田村 学 

 
第２期 
４月24日 
 

 
○事業内容説明 
○「主体的な学び」，「課題発見・解決学習」 
○総合的な学習の時間に求められる探究的な学習 
○子供が主体的に学ぶアクティブ・ラーニングの実際 
○総合的な学習の時間の単元計画   

 
講義 
講義 
講義 
講義 
演習 

 
広島県教育委員会 
義務養育指導課，高校教育指導課 
文部科学省初等中等教育局視学官 田村 学
上智大学 教授 奈須 正裕 
 

 
第３期 
５月８日 
 

 
○教科における単元開発 
○各教科を通じたコンピテンシーの育成 
○パフォーマンス課題の作成と指導計画 

 
講義 
演習 

 
広島県立教育センター 教科教育部 
京都大学大学院 准教授 西岡 加名恵 
 

 
第４期 
６月12日 
 

 
※広島県立教育センター専門研修（兼） 
○総合的な学習の時間の現状と課題 
○探究的な学習における思考ツールの活用について  
○教科における単元開発，教科の「課題発見・解決学習」
の単元計画・学習指導案等の検討 

 
講義 
演習 

 
広島県立教育センター 企画部 
関西大学 教授 黒上 晴夫 

 
第５期 

 
先進校視察 

  
広島県教育委員会 義務教育指導課 

 
第６期 
８月12日 
 

 
※広島県立教育センター専門研修（兼） 
○学習評価の在り方 
○これからの学習評価の在り方について 

 
講義 
講義 
演習 

 
広島県立教育センター 教科教育部 
広島大学 准教授 吉田 成章 
 

 
第７期 
９月28日 
 

 
○総合的な学習の時間の単元開発 
○総合的な学習の時間の全体計画・年間指導,単元計画,学
習指導案等の検討 

 
講義 
演習 

 
広島県立教育センター 企画部 

 
第８期 
10月16日 
 

 
○開発した教科の単元の授業研究 
パイロット教員による授業 

 

 
授業
参観 
協議 
講義 

 
広島県教育委員会 義務教育指導課 
数学科 第１学年 変化と対応 
廿日市市立大野中学校 教諭 木村 央子 
京都大学大学院 准教授 石井 英真 

 
第９期 
11月13日 

 
○開発した教科の単元の授業研究 
パイロット教員による授業 

 

 
授業
参観 
協議 
 
講義 

 
広島県教育委員会 義務教育指導課 
国語科 第５学年 海田町の誇り！世界人
「織田幹雄」をパネルで紹介しよう 
海田町立海田東中学校 教諭 東 真由美
上智大学 教授 奈須 正裕 

 
第10期 
1 月９日 

 
※学力向上のための実践交流会（兼） 
○広島版「学びの変革」アクション・プランの推進 
 
○パイロット校による今年度の取組状況及び次年度の方向
性の発表等 

○「学びの変革」パイロット校事業実践報告 
○パイロット各学校によるポスター発表 
○パネルディスカッション 

主体的な学びを促す授業の創造Ⅱ 
 

 
○広島県が目指す「主体的な学び」に期待すること 

 
 
講義 
 
報告 
発表 
協議 
 
 
 
 
 
講義 

 
広島県教育委員会 義務教育指導課 
広島県教育委員会事務局教育部長   

諸藤 孝則 
尾道市立土堂小学校 教諭 保森 智彦 
小学校，中学校パイロット教員 
コーディネーター 
上智大学 教授 奈須 正裕 
パネラー 
東京都町田市立鶴川第二小学校 
神奈川県横浜市立大岡小学校 
新潟県上越市立大手町小学校 
上智大学 教授 奈須 正裕 
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表９ パイロット教員対象の実態調査アンケート 
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アンケート項目

コンピテンシーをバランスよく設定している。

総合的な学習の時間の目標の５つの要素が含まれるように設定している。
（学習方法に関すること，自分自身に関すること，他者や社会とのかかわりに関すること）

1

全
体
計
画

【
課
題

】

2

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
設
定

各学校で定めたコンピテンシーについて，児童生徒の具体的な姿を想定して設定している。

各学校において定める総合的な学習の時間の目標の設定の仕方について

育てようとする資質や能力及び態度（アクション・プランにおけるコンピテンシーを含む）の設定について

各学校において定める学習内容の設定の仕方について

学習活動の設定の仕方について

指導方法の設定の仕方について

学習評価の設定の仕方について

指導体制の在り方について

事前に評価の視点を共有し，保護者による評価をしている。

事前に評価の視点を共有し，外部講師による評価をしている。

学校で定めたコンピテンシーのどの力をどの観点で評価するか考えている。

目指す児童生徒について，具体的な姿を想定した評価規準について考えている。

いつ，どのような方法で見取るのか，単元計画に評価する場や評価方法について設定している。

コンピテンシーを見取るために行動観察の記録による評価を行っている。

コンピテンシーを見取るために自己評価や相互評価における評価の視点を明確にしている。

コンピテンシーを見取るために児童生徒の学習記録による評価をしている。

コンピテンシーを見取るためにレポートや作文・ポスターなどの制作物による評価をしている。

コンピテンシーを見取るために児童生徒が作成したポートフォリオによる評価をしている。

教師が想定するゴールイメージは明確になっている。

教育的に価値のあるものを生かして学習活動を組織している。

コンピテンシーを育成する場を明確に設定している。

児童生徒の思考の流れを考慮した主体的な学びにつながる学習の過程や内容になっている。

児童生徒にとって意味のある問題の解決や探究活動のまとまりになっている。

実社会とつながる「実行」や「振り返り」を設定している。

単元全体で，探究の過程の大きいサイクルと小さいサイクル（課題設定のための「情報の収集」や「整理・分析」等）を設定している。

複数の教員で共通理解している。

7

年
間
指
導
計
画

4

評
価
方
法

年間２単元程度であり，１単元20時間以上で探究の過程のまとまりを設定している。

各教科等と総合的な学習の時間にコンピテンシーを育成する場を設定している。

各教科等で学習する内容と総合的な学習の時間の学習内容を関連している。

各学年の学習内容の関連や発達段階を考慮した学習内容の系統性を考えている。

価値ある課題の設定や学習内容となるように十分な教材研究や共通理解を図っている。

評価の見直しをしている。

年間指導計画の確認や前学年の担任からの聞き取りによりこれまでの学習内容を把握している。

ウェビングやアンケート調査により，児童生徒の興味関心，学習スキルについて把握している。

前時の振り返り等で，学習前に児童生徒の学習状況の実態把握を行っている。

授業中に児童生徒の伸びやよさを見取りほめている。

学習途中や終末の学習状況を把握し指導に生かしている。

3

評
価
計
画

5

評
価
の
工
夫

6

実
態
把
握

8

単
元
計
画

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

①

②
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④

⑤

⑥
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⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

体験活動を行っている。

児童生徒の意識のずれを生かしている。

ウェビング等を使ってイメージを広げる活動を行っている。

手紙で情報を収集させている。

電話で情報を収集させている。

ＫＪ法的な手法等を使って，体験活動を振り返る場を設定している。

体験活動を対比させて考えさせている。

問題を序列化して考えさせている。

聞き取りによる調査活動を行っている。

資料による調査活動を行っている。

資料を比較させながら考えさせている。

フリップボードを使って，学校内や地域の方，保護者等から情報を収集させている。

インタビューで情報を収集させている。

インタビュー前にチェックリストで確認して情報を収集させている。

図書室や公立図書館を活用して，情報を収集させている。

インターネットで情報を収集させている。

グラフなどの統計資料を使って考えさせている。

アンケート調査で情報を収集させている。

ベン図で整理・分析を行っている。

「ビフォーアフター」の視点で整理・分析を行っている。

ホワイトボードで整理・分析を行っている。

ランキング付けして整理・分析を行っている。

児童生徒の思考を考慮し，手法を選択している。

メリット・デメリットの視点で整理・分析を行っている。

電子メールで情報を収集させている。

実験・観察を通して情報を収集させている。

ファイルに情報を集積させている。

情報を収集する前に，必要な情報を収集するための方法について考えさせている。

カードで整理・分析を行っている。

グラフで整理・分析を行っている。

マップで整理・分析を行っている。

図等で整理・分析を行っている。

座標軸の入ったワークシートで整理・分析を行っている。

情
報
の
収
集
の
指
導

整
理
・
分
析
の
指
導

9

課
題
発
見
・
解
決
学
習

課
題
の
設
定
の
工
夫
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２ パイロット教員対象の実態調査アンケー

ト項目 
第９期（平成27年11月13日）にパイロット教員対

象に前頁表９に示す総合的な学習の時間「課題発

見・解決学習」に係る実態調査アンケートを行った。 

全体計画の項目は，課題の有無について，その他

の項目は，実施の有無についての設問となっている。

アンケートの項目については，「Ｈ25実態調査」を

基に作成し，研修内容に応じて設問を加えている。 

 

３ 実態調査アンケートの結果及び分析 
 実態調査アンケートの結果及び「課題発見・解決

学習」を実施する上での課題と改善案を示す。 

(1) 全体計画における課題について 

図８から全体計画について「⑥学習評価の設定の

仕方について」（小69％，中76％）に課題があるこ

とや「③各学校において定める学習内容の設定の仕

方について」（小54％，中24％）や「④学習活動の

設定の仕方について」（小54％，中41％）が十分理

解されていないことが分かる。奈須（2011）の述べ

る通り，内容を編成しないと「活動あって学びなし」

となり，評価もできない。評価は，内容を指導する

というのを前提にある活動を組織し，その活動の様

子を通して内容の定着度を評価する。このことから

もいえるように，学習内容や学習活動を明確に設定

していないことから，学習評価の設定に課題が生ま

れていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 全体計画における課題について 

 

(2) コンピテンシーの設定について 

図９からコンピテンシーの設定ついて，「②目標

の５つの要素が含まれるように設定している」（小

69％，中65％）と多くの学校で設定されていること

が分かる。 

中核教員研修の内容で扱ったことから，校内研修

を通して，児童生徒の実態を踏まえながらコンピテ

ンシーの設定を行うことができたようである。しか

し，「①コンピテンシーをバランスよく設定してい

る」（小62％，中41％）と中学校に課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ コンピテンシーの設定について 

 

(3) 評価計画について 

図10から評価計画について，「Ｈ25実態調査」で

は，コンピテンシーと評価の観点の整合性や評価の

観点の教師間の共有化が課題であったが，「①学校で

定めたコンピテンシーのどの力をどの観点で評価す

るか考えている」（小62％，中71％）とコンピテン

シーと評価の観点の整合が図れているといえる。し

かし，評価規準や評価する場の設定や評価方法につ

いては，課題があることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 評価計画について 

 

(4) 評価方法について 

次頁図11から評価方法について，「③児童生徒の

学習記録による評価」（小85％，中76％）「④制作物

による評価」（小85％，中82％）と多くの学校で学

習記録や制作物による評価が行われていることが分

かる。「⑤児童生徒が作成したポートフォリオによ

る評価」（小69％，中35％）については，小学校と

中学校に取組の差が見られた。 

また，保護者や外部講師による評価が意識されて

いないことが分かる。 
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 図 11 評価方法について 

 

 (5) 評価の工夫について 

 

図 12 評価の工夫について 

 

図12から評価の工夫について，「③学習途中や終

末の学習状況を把握し指導に生かしている」（小

69％，中82％）「②授業中に児童生徒の伸びやよさ

を見取りほめている」（小69％，中59％）「①前時の

振り返り等で，学習前に児童生徒の学習状況の実態

把握を行っている」（小62％，中53％）と概ね評価

の工夫がされていることが分かる。しかし，「④評価

の見直しをしている」については（小23％，中18％）

と十分ではない。 

(6) 実態把握について 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 実態把握について 

図13から実態把握について，「①年間指導計画の確

認や前学年の担任からの聞き取りによりこれまで

の学習内容を把握している」（小77％，中71％）と

多くの学校で学年全体の実態把握が行われている

ことが分かる。しかし，「②ウェビングやアンケー

ト調査により，児童生徒の興味関心，学習スキルに

ついて把握している」（小31％，中35％）と児童生

徒一人一人の実態把握が行われていないことが分

かる。 

(7) 年間指導計画について 

 

 

図 14 年間指導計画について 

 

図14では，年間指導計画について，アクション・ 

プランに係る年間指導計画例を提示したことから，

「②各教科等と総合的な学習の時間にコンピテンシ

ーを育成する場を設定している」が（小85％，中

76％）と多くの学校で意識されていることが分かる。 

「③各教科等で学習する内容と総合的な学習の時間

の学習内容を関連している」は（小77％，中41％）

また，「④各学年の学習内容の関連や発達段階を考

慮した内容の系統性を考えている」では，（小46％，

中71％）と校種によって異なることが分かる。 

各教科等の内容との関連について，小学校では意

識されているが教科担任である中学校では十分でな

いことが分かる。 しかし，教科担任であることから，

発達段階を考慮した学習内容の系統性については，

小学校より中学校の方が意識されている。「①探究の

過程のまとまりを設定している」では，（小77％，中

59％）と中学校では十分ではないことが分かる。小

学校，中学校共に，「⑤価値ある課題の設定や学習内

容となるように十分な教材研究や共通理解を図って

いる」（小15%，中35％）について課題ある。 
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(8) 単元計画について 

 

図 15 単元計画について 

 

 図15では，単元計画について，全ての項目におい

て 50％より低く，多くの課題が見られる。原因とし

て，図13の実態把握の結果から，児童生徒一人一人

の実態が把握されていないことや図14の年間指導

計画より，価値ある課題の設定や学習内容について，

十分な教材研究や共通理解がされていないことから，

児童生徒の思考の流れが把握できず，意味のある問

題解決や探究活動が想定できないことから，教師自

身がゴールをイメージすることができていないと思

われる。これらの課題から，コンピテンシーの育成

につながる単元計画の作成に課題があると考える。 

(9) 課題の設定の工夫について 

 

図 16 課題の設定の工夫について 

 

図16の課題の設定の工夫における「①児童生徒の

意識のずれを生かしている」は，「Ｈ25実態調査」で

は，（小25％，中５％）であったが，（小69％，中59％）

と活用されていることが分かる。これらは，研修の

中で「単元改善シート」や具体的な事例を挙げて提

示したことによると考える。また，「Ｈ25実態調査」

と同様に「③体験活動を行っている」（小62％，中

59％）は活用されていることが分かる。しかし，「⑧

資料による調査活動」（小38％，中53％）「⑦聞き取

りによる調査活動」（小38％，中 35％）「②ウェビン

グ等を使ってイメージを広げる活動」（小46％，中

41％）については，「Ｈ25実態調査」と比較すると取

組が十分に行われていないことが分かる。このこと

から，児童生徒が自分自身の知識を自覚することや

新たな知識を取り入れるための指導が十分にされて

いないことが分かる。さらに，価値ある課題へと深

めるためのＫＪ法的な手法や序列化など収束的な思

考を促す工夫が十分ではないことが分かる。 

(10) 情報の収集の指導について 

 

図 17 情報の収集の指導について 

 

図17から情報の収集の指導について，「Ｈ25実態

調査」と同様に，多くの学校で「⑤図書室や公立図

書館を活用して，情報を収集させている」（小77％，

中47％）や「⑥インターネットで情報を収集させて

いる」（小77％，中71％）がされていることが分か

る。しかし，「①アンケート調査で情報を収集させて

いる」（小31％，中29％）や「③インタビューで情

報を収集させている」（小46％，中41％）など人と
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かかわり合いながら情報を収集する活動が十分とは

言えない。さらに，「⑩実験・観察を通して情報を収

集させている」（小23％，中12％）と客観的なデータ

を通して情報を収集する活動が行われていないこと

が分かる。このような人や事物とかかわり合いなが

ら主体的に情報を収集する活動は，アクション・プ

ランにおける意欲態度，価値観・倫理観等のコンピ

テンシーの育成にもつながることからも改善が必要

であると考える。また，「⑫情報を収集する前に，必

要な情報を収集するための方法について考えさせて

いる」（小46％，中29％）では，どのような方法が

適しているかについて考えさせることは十分されて

いないことが分かる。やみくもに情報を収集するの

ではなく，児童生徒が自ら有効な方法を考え，見通

しをもって情報を収集することは，主体的な学びを

深める上でも重要であると考える。 

(11) 整理・分析の指導について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 整理・分析の指導について 

 

図18から整理・分析の指導について，「Ｈ25実態

調査」では，「⑤座標軸の入ったワークシートで整

理・分析を行っている」（小５％，中２％）や「⑥メ

リット・デメリットの視点で整理・分析を行ってい

る」（小30％，中25％）「⑦ベン図で整理・分析を行

っている」（小３％，中２％）「⑩ランキング付けし

て整理・分析を行っている」（小29％，中12％）等

多様な手法が認知されていなかったが，平成25-26

年度研究事業の制作物である「単元改善シート」を

研修で提示したことにより，活用されつつあると考

える。 

しかし，石井（2015）が述べる「思考スキルの直

接的指導が強調され，評価の観点とも連動すると授

業過程の思考が硬直化・パターン化し，思考する必

然性や内容に即して学び深めることの意味が軽視さ

れる」ことを考慮し，児童生徒の必然性のある思考

に沿ったものを児童生徒自身が選択していくことも

必要であると考える。 

(12) アンケート分析結果による課題について 

 これより，「３ 実態調査アンケートの結果及び

分析」における課題について述べる。 

学習指導の課題として，図13実態把握の項目「②

ウェビングやアンケート調査により，児童生徒の興

味関心，学習スキルについて把握している」や図14

年間指導計画の項目「⑤価値ある課題の設定や学習

内容となるように十分な教材研究や共通理解を図っ

ている」の肯定率が低いことから，児童生徒の実態

把握や教材研究が十分にされていないことが分かる。 

このことから，図８全体計画における課題の項目

「③各学校において定める学習内容の設定の仕方に

ついて」や項目「④学習活動の設定の仕方について」

に課題が見られると考える。さらに，単元計画に必

要な児童生徒の実態把握や教材研究の不足から図

15の各項目に課題が見られると考える。 

 また，「課題発見・解決学習」の過程における指導

の工夫として，「課題の設定」「情報の収集」「整

理・分析」の工夫について，「Ｈ25実態調査」と比

較して，多様な指導の工夫がされていると考える。

しかし，先に述べた児童生徒の実態把握や教材研究

の不足により，図15単元計画の項目「④児童生徒の

思考の流れを考慮した主体的な学びにつながる学習

の過程や内容になっている」や項目「⑤児童生徒に

とって意味のある問題の解決や探究活動のまとまり

になっている」に課題が見られることからも児童生

徒の実態を考慮した興味関心をもたせる「課題の設

定」のしかけや児童生徒の思考を深める「整理・分

析」の手立てが十分に行われていないと考える。 

 評価については，学習指導と同様に，児童生徒の

実態や教材研究の不足から，児童生徒の具体的な姿

が想定されず，図８全体計画の項目「⑥学習評価の

設定の仕方について」や図10評価計画の項目「③い

つ，どのような方法で見取るのか，単元計画に評価

する場や評価方法について設定している」からも学

習評価の設定や評価が十分に行われていないと考え

る。さらに，評価が十分にされていないことから，

図12評価の工夫の項目「④評価の見直しをしてい

る」より，評価の見直しがされていないと考える。 
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Ⅴ 「課題発見・解決学習」の指導と評価
の改善に係るガイドブック（試案） 

実態調査アンケートの結果及び分析から明らかに

なった課題を解決するために，次の内容について，

各学校における校内研修を通して，授業改善を行う

ことができるガイドブックを作成する。 

「◎」は，理論を参考にした内容 

「○」は，中核教員研修の内容 

「●」は，実態調査による課題 

 
１ 実態把握について 
 ◎ 児童生徒の長期記憶についての実態把握 

◎ 児童生徒の教科等における固有の「知識」（学

習内容やスキル）について実態把握 

◎ 児童生徒の日常生活における既有の「知識」

や情報源の把握 

● 児童生徒の実態把握の方法の提示 

◎ ウェビングやアンケート調査等を提示するこ

とで，児童生徒の無意識な長期記憶について可

視化し，児童生徒の実態を把握することや児童

生徒自身がメタ認知できるようにする。 

 

２ 全体計画の作成について 

○ 複数の教職員により，地域の素材や社会問題

等について，付箋を活用することで情報を共有

し，児童生徒の実態に基づいた学習内容や具体

的な姿を想定した学習活動の設定ができるよう

にする。 

● 児童生徒の実態を基にした学習内容や学習活

動の設定 

 

３ コンピテンシーの設定について 

○ 児童生徒の実態を基にしたコンピテンシーの

設定の仕方や定義の明確化 

○ 複数の教員で，児童生徒の現状を交流し，課

題を明確にする。その後，育成するコンピテン

シーを設定し，定義を設定することで共通理解

を図れるようにする。 

○ バランスについての再検討 

○ 年度末に児童生徒の実態を踏まえた見直し 

 

４ 年間指導計画について 
○ アクション・プランの年間指導計画の活用 

○ 総合的な学習の時間と各教科等で育成するコ

ンピテンシーと教科の内容や方法の関連が意識

できるように，単元名と育成するコンピテンシ

ーを明示する。また，年間指導計画を作成する

ことにより，各教科等の担当者がコンピテンシ

ーを意識し，各教科等の授業を改善する。 

 
５ 単元計画について 
 ◎ 活動主義や形式主義に陥ることなく，思考の

必然性や内容に即した指導となること 

◎ 児童生徒の思考の流れを考慮した主体的な学

びになる学習の過程や内容の設定方法の提示 

◎ 単元計画の中で，コンピテンシーを育成する

学習活動の場の設定 

◎ 教師と子供，子供同士が対話し，思考を広げ

深める場の設定 

◎ 実社会とつながる「実行」や「振り返り」の

設定 

● 児童生徒の実態や教材研究を基にした価値あ

る課題の設定や学習内容の設定の仕方の提示 

● ゴールイメージの設定の仕方の提示 

● 価値のあるものを生かして学習活動を組織す

る方法の提示 

● 意味のある問題解決や探究活動の想定 

● 探究の過程の大きなサイクルと小さなサイク

ルの設定 

○ 実社会における課題等の情報収集や教材研究

を通して，学習対象と学習事項を設定し，コン

ピテンシーを育成する場を考慮した学習活動を

計画する。児童生徒の実態に応じたゴールイメ

ージを設定し，児童生徒自身が価値ある課題を

設定できるような手立てを提示する。  

 
６  評価計画について 
◎ 各学校の複数の教員で児童生徒の実態を踏ま

えた評価規準，評価基準の設定 

◎ 小学校６年間，中学校３年間の系統性の見直

しの仕方 

◎ １単位時間の形成的評価や単元全体を通した

総括的評価として，個々の変容を見取り，指導

の改善を行うための長期的ルーブリックの提示 

◎ アンカー作品を示すことで共通理解を図る。 

◎ 評価の実施後，児童生徒の実態を踏まえなが

ら評価規準・評価基準の修正や指導の改善を図

る。 

◎ 児童生徒と評価基準を共有することで，児童

生徒が自らの学びを振り返り，新たな学びへと

つなげる。 

 ◎ 長期的ルーブリックの作成手順や評価計画の
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留意点や具体的な評価について提示を行う。 

 
７ 評価方法について 
 ◎ 多面的に形成的評価や総括的評価を行う。 

○ コンピテンシーや学習内容に応じた授業中の

児童生徒の見取りの方法や自己評価，相互評価，

外部評価の評価方法（ワークシート）の提示 

 
８ 評価の工夫について 
◎ 前時の振り返り等で，学習前に児童生徒の学

習状況の実態把握を行う。 

◎ 授業中に児童生徒の伸びやよさを見取り称賛

する。 

◎ 学習途中や終末の学習状況を把握し指導に生

かす。 

◎ 学習内容に対する子供たちの関心・意欲・態

度等を見取り評価する。 

◎ 児童生徒の振り返りの場の設定や学習状況の

把握の仕方等の提示を行う。さらに，長期的ル

ーブリックを活用した評価の見直しについて

提示する。 

◎ 学習の成果を的確に捉え，教員が指導の改善

を図る。 

○ 児童生徒一人一人の変容を見取るための評価

の工夫の提示 

● 評価の見直し  

   

９「課題発見・解決学習」について 
○ 主体的な学びにつながる「課題発見・解決学

習」の各過程における指導方法の具体例の提示 

○ 児童生徒の実態把握を基にした「課題の設定」

の動機付けの工夫の提示 

○ 主体的な学びにつながる無自覚な長期記憶を

自覚するための手立て 

 
Ⅵ 成果及び来年度への取組 
平成25年度から，これまで３年間にわたり研究を

行ってきた。一年次には，本県における総合的な学

習の時間の実態把握を行い，授業改善のための「単

元改善シート」の作成を行った。二年次には，研究

協力校に「単元改善シート」を活用した実践例を提

供していただき，多くの研修を通して好事例を提供

することができた。今年度の実態調査からも成果が

見えつつある。 

今年度の成果として，パイロット教員対象の中核

教員研修を通して，総合的な学習の時間におけるコ

ンピテンシーの育成を目指す指導と評価の在り方

について「課題発見・解決学習」における指導と評

価の課題を明らかにすることにより，改善の視点を

見いだすことができた。 

今後，来年度へ向け，改善の視点を活用し，校内

研修対象のガイドブックを作成する。平成30年度以

降の「課題発見・解決学習」の全県展開に向け，ガ

イドブックを活用することにより，パイロット教員

を中心に各市町において教師一人一人のバイタリテ

ィーあふれる新たな指導や評価が生み出され，児童

生徒のコンピテンシーの育成につながる「課題発

見・解決学習」が推進されていくことを期待する。 
 
おわりに 
本研究において，御指導・御助言を与えていただ

いた上智大学人間科学部奈須正裕教授，京都大学大

学院教育学研究科西岡加名恵准教授，また，平成27

年度「学びの変革」パイロット校事業パイロット教

員の皆様，パイロット教員担当チューター指導主事

の皆様に心から感謝申し上げる。 
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